
 - 1 - 

 

坂和総合法律事務所 

事 務 所 だ よ り 

   第１４号 2010（平成 22）年新年号 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。 

１）  ０９年最大のニュースは、８・３０総選挙

による自公政権から民主党を軸とした民国

社政権への移行でした。自民党に見切りをつ

けた多くの国民の「一度民主党にやらせてみ

れば・・・」との思いが民主圧勝、自民崩壊

というなだれ現象を引き起したわけですが、

さて新政権の評価は？マニフェストの行方

はもとより、新政権最大の試練である予算編

成をめぐる年末年始の動きと通常国会での

論戦は見逃せません。良くも悪くも「平和革

命」にも等しい政権交代を選んだのは日本国

民。私たち一人一人が政治と経済そして安全

保障や外交に責任を持ちたいものです。 

２）  政権交代によって、国と地方の関係も大き

く変わる可能性が見えてきました。今年は地

方分権改革推進本部と政府の地方分権改革

推進委員会を統合した地域主権戦略会議の

活動と橋下徹大阪府知事ら改革派首長の言

動に注目しながら、あるべき地方分権の姿を

模索したいものです。 

３） 政権交代は実現したものの、国際的な地位

の下落に歯止めがかからないうえ、デフレ宣

言にみる景気と雇用の不安、株価の低迷が続

く日本国には、残念ながら明るい未来は見え

ません。 

そんな中、ＮＨＫ大河ドラマ『龍馬伝』と

ＮＨＫスペシャルドラマ『坂の上の雲』の放

映が始まりました。未曾有の混乱にあった幕

末期において明確に日本国の進路を示した

坂本龍馬や明るく前向きな生き方で大国ロ

シアに屈せず明治日本を坂の上に押しあげ

た秋山好古、真之、正岡子規らの生き方を今

年こそ多くの日本人が学ぶ必要があります。

就活や婚活に悩む若者でなく、龍馬ファン、

真之ファンとなる若者たちの増殖を望みた

いものです。 

４）  今年６１歳になる私の「カラダスキャン」

による肉体年齢は５０～５２歳です。今年も

毎週日曜日の２０㎞走、毎日のチャリンコ移

動、野菜中心の食生活等々私なりの健康管理

を続け、仕事に映画にそして講義・講演に、

と今年もフル活動するつもりです。弁護士を

取り巻く情勢そしてわが事務所を取り巻く

情勢も厳しいものがありますが、今年も一年

間頑張って乗り切っていく決意です。 

    皆様の今年一年のご健康を心から願って

います。 

２０１０（平成２２）年元旦 

    坂和総合法律事務所 

     所長 弁護士 坂 和 章 平  
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今年もよろしくお願い致します。 

細谷、永田、金子、中野、嶋津 

稲井、坂和弁護士、中島 
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（１）嶋津淳子の退職と新事務局長の誕生 

 わが事務所にとって、今年２０１０年は大きな転換
期となりそうだ。その第１は、２２年間私を支えてく
れた嶋津淳子事務局長の退職。若い時から先輩事務員
や歴代事務局長を支えてよく働き、事務局長就任後は
交通事故や破産事件をはじめ多くの事件の担当として、
また天神祭などのイベントでは名司会者として頑張っ
てくれた。その退職はわが事務所にとって大きな痛手
だが、彼女の新たなチャレンジのため気持よく送り出
すことに決定。長い間彼女を応援していただいた依頼
者の皆様にも感謝したい。彼女の第２の人生の成功を
祈っているが、同時にかぐや姫の『妹』の歌詞のよう
に「どうしてもだめだったら、帰っておいで妹よ」と
いうのが正直な心境だ。嶋津に代わって４月からは金
子友次朗が新事務局長に就任。能力的にも人柄的にも
ピカイチの人材なので、依頼者の皆様はご安心を。 
 
（２）藤崎麻弁護士と坂和宏展弁護士の入所 
今年の転換点の第２は、新人（新６２期）の藤崎麻

（ふじさき あさ）弁護士と長男坂和宏展（さかわ ひ
ろのぶ）弁護士（旧５９期）をわが事務所の戦力とし
て迎えること。藤崎麻弁護士の紹介は別コーナーで。
宏展弁護士は２００６年１０月から東京の清水・大谷
総合法律事務所で弁護士としての第一歩を踏み出し、
以降３年半の間いろいろな事件の経験をしてきたが、
子供の時から生まれ育った本来の舞台である大阪に戻
ってくることになった。わが事務所では交通事故を中
心とした一般民事事件の他、再開発の事件や難解な不
動産事件を多数受任しているので、彼がそれらに対し
てどのように立ち向かってくれるのか大いに楽しみだ。
依頼者の皆様におかれては、大阪では新参者となる坂
和宏展弁護士へのご指導・ご鞭撻をよろしくお願いし
たい。 
 

（３）『明日はあなたも裁判員 
―名作映画から裁判を学ぼう』の出版 

 ２００２年６月の第１巻から０９年５月の第２１巻
まで続いた『ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマルーム』は、昨
年８月『２００９年上半期お薦め５０作』と装いを変
えて出版した。それと同時に進行し始めたのが、売れ
る本づくりとしての『映画にみる裁判員制度』（仮題）
の出版企画。昨年８月３日に第１号事件が実施された
裁判員裁判も数十件の事例が蓄積され、次第にその全
貌と問題点が見え始めている。司法の民主化、国民の
司法参加という命題を実践する上で最大の問題点は裁
判と国民との乖離、すなわち、これまで裁判というも
のが全く国民の身近になかったことだ。たしかに現実
はそうだが、実は映画の世界を見ればそうではなく、
『１２人の怒れる男』（０７年）をはじめとするたくさ
んの裁判映画は私たちの身近な存在だ。したがって、
明日裁判員に選ばれるかもしれないあなたにとっての
絶好の手引書はこれらの映画だ。そんな視点から、今
年３月には河出書房新社から『明日はあなたも裁判員
―名作映画から裁判を学ぼう』が出版されることにな
った。 
約３００頁の本書の構成は、第１章「裁判員になっ

たつもりで」、第２章「裁判員は難しい」、第３章「死
刑の重みを考える」、第４章「冤罪の恐さを考える」、
第５章「戦争犯罪をどう裁く」、第６章「こんな論点か
ら何を学ぶ（その１）－心神喪失、ＤＮＡ鑑定、復讐、
少年犯罪」、第７章「こんな論点から何を学ぶ（その２）
－安楽死・尊厳死、嘱託殺人、臓器移植」、第８章「こ
んな論点から何を学ぶ（その３）－保険金詐欺、危険
運転致死罪」。また、そこで取り上げた映画は①『十二

人の怒れる男』『アラバマ物語』などの名作、②『レ
インメーカー』『評決のとき』『依頼人』『ペリカン文
書』などのグリシャム映画、③『ゆれる』『疑惑』『Ｈ
ＥＲＯ』、④『グリーンマイル』『チョコレート』、⑤
『それでもボクはやってない』『つぐない』、⑥『明
日への遺言』『私は貝になりたい』、⑦『五瓣の椿』
『半落ち』『闇の子供たち』、⑧『黒い家』『０（ゼロ）
からの風』『ジョンＱ』など計５２本。読んで楽しく
かつ勉強になることまちがいなしの絶対的自信作だ。
是非お楽しみに。そして購入をよろしく。 
 

（４）『景観・眺望をめぐる法と政策』の出版 
 弁護士も政治家と同じで、約束したことを守るこ
とが大切。０９年には約束した中国語による「坂和
的旅紀行・電影紀行」として『取景中国：跟着电影
去旅行（Ｓｈｏｔｓ ｏｆ Ｃｈｉｎａ）』の出版が
実現したうえ、その延長としての上海ブックフェア
の参加や華東理工大学での対談が実現した。しかし、
他方で果たせていない公約が１つある。それが『景
観・眺望をめぐる法と政策』の出版だ。０９年１１
月９日には中国福建省の厦門（アモイ）城市職業学
院で景観法の講義をしたが、これは０９年１０月１
日の鞆の浦景観訴訟判決を受けたタイムリーなもの。
そこで今年は、昨年４月に就任した茨木市都市景観
委員会での活動も踏まえ、０５年６月に全面施行さ
れた景観法の到達点や京都市眺望景観創生条例の画
期的意義などを早急にまとめて出版することを公約
としたい。皆様お楽しみに。 
 
（５）今年の中国旅行や講義・講演はいかに？ 
 日中バイリンガル作家毛丹青氏に焦点をあてて、
昨年１０月１１日中国中央電視台（ＣＣＴＶ）で放
映（１１月２２日には再放送）された『華人世界』
（魚屋さんからバイリンガル作家へ）の反響はすご
いらしい。したがって、今年も毛さんの中国での講
演は相次ぐはず。そうすると、毛さんがプロデュー
スしてくれた私の『取景中国』の出番や上海や北京
での私の出番も多くなるのでは？さらに、ひょっと
して厦門城市職業学院に続く、厦門大学での講義も
実現するかも？さて、今年の中国旅行や講義・講演
はどうなるやら？今年はそんな期待でいっぱいだ。 
 
（６）今年も中国語会話の勉強を 
 昨年４月からＮＨＫラジオ講座で始めた中国語会
話の勉強は半年後の１０月からは入門編の他、応用
編にも拡大した。したがって毎日最低１５分＋１５
分の勉強だが、仕事の合間やファミレスでの勉強、
新幹線の中での勉強など今や２本のＩＣレコーダー
は私の必需品。休日には１日２時間の猛勉強もザラ。
今年一年これが続けばかなりのものだが、さてどう
なるやら・・・。 
 
（７）律師試験に合格した余静さん応援のお願い 
 家族ぐるみのつき合いを続けている西安からの中
国人留学生で現在大阪市立大学法学研究科後期博士
課程でアジア法を専攻している余静さんが、昨年１
１月中国の律師試験（司法試験）に合格した。 
通訳でみせる彼女の日本語能力は抜群だから、今

後一定の研修を経て一人前の律師になれば、中国と
の縁が深まっているわが事務所としても心強い限り。
今後は中国関係の法律業務が拡大するのでは？ 
余静さんの律師試験合格を祝福するとともに、皆

様も余静さんの応援をよろしく。 
 

２０１０年に向けての弁護士坂和章平の抱負と決意 
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１） 坂和弁護士の息子の宏展です。弁護士生活もよう

やく４年目に入りました。春には大阪に戻る計画が固

まり、現在具体的な段取りを詰めている段階です。順

調にいけば、４月には大阪での弁護士生活がスタート

です。思い返せばこれまで、司法試験受験を決めたと

き、司法試験に合格したとき、東京での就職を決めた

とき、と様々な「人生の転機」がありましたが、今年

はまた一つ大きな人生の転機を迎えることになりそ

うです。まだまだ未熟な点がたくさんありますが、「大

阪デビュー」をあたたかく迎えていただければ幸いで

す。 

２） さて、前回の本稿で「政権交代が起きるのでは・・・」

と書いたところ、本当に民主党が自民党に圧勝し、日

本でも政権交代が実現しました。現在のところ、その

効果が目に見えている部分とよくわからない部分が

ありますが、それはそれとして注目したいのは、野党

となった自民党の今後です。裁判でも何でもそうです

が、物事には「勝ち・負け」が付きものです。人間は

「勝ったらどうしよう」と考えるのは楽しいけれども、

「負けたらどうしよう」と考えるのは苦痛です。また、

戦う前から「負けたらどうしよう」と考えるのは、戦

わずして敗れている、ということです。しかし、負け

たときこそ真価が問われるとき、ということもできる

のではないでしょうか。彼が勝ち己が敗れるには、何

かしらの理由があったはずです。その理由を見つけ出

し、克服し、「次の勝ち」を狙うこともまた必要では

ないか、と思います。 

３） 日本は先の大戦に敗れ、多くの犠牲者を出しまし

た。しかし、日本の真価は戦後の驚異的な復興にこそ

発揮されたのではないかと思います。それから半世紀

以上が経過し、「経済大国日本」は今や中国に追い越

されそうなところまで来てしまいました。敗北から何

を学びどう活かすか、それを考えることも大事なこと

なのではないか。新たな出発を迎えるにあたって、そ

んなことを考える今日この頃です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年１月から藤崎麻弁護士が入所することにな

りました。彼女は大阪大学法学部を卒業後、社会人

経験を経て０５年関西大学法科大学院に入学。０８

年に同院を卒業して新司法試験に合格し、１年余の

司法修習を終了して晴れて新６２期として弁護士

バッチをつけた新人弁護士です。メチャ厳しいこと

で評判（悪評？）のわが事務所では、過去入所後数

カ月での新人弁護士の早期退職事例が相次いでい

ますが、さて彼女は？ 

 法曹界を取り巻く今の厳しい社会・経済情勢の中

でしっかりと自分の立場を堅持している彼女なら、

きっと大丈夫。ボス弁としてはそう確信しています

が、それには人に倍する努力が必要です。早くわが

事務所のシステムと現在動いている事件に馴れて

ほしいものです。藤崎弁護士頑張って！そして皆様

も応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂和宏展の中堅弁護士奮闘記～第７回～ 

＊＊坂和章平のカラオケ部屋＊＊ 

～『人生の扉』の熱唱は絶好調！～ 

雰囲気最高のクラブ、両隣りにはかわいいおネエち

ゃん。マイクの音質も最高。そんな中で大好きな持ち

歌を１０曲も２０曲も歌い放し！そんな時代はとうの

昔に過ぎ去ってしまったようで、今年カラオケで歌っ

たのはせいぜい１～２度。しかしそれに代わって、年

に１度の「愛声会」のステージで生バンドをバックに

歌う竹内まりやの名曲『人生の扉』はすっかり板につ

き、今や絶好調！この曲は、女性アーティストとして

広く愛されている竹内まりやさんが５０歳に至るまで

の人生を振り返り、「５０歳って意外といいんじゃな

い！」と思った気持を歌ったもの。２０歳から９０歳

まで続く英語の歌詞は割と簡単だが、ラストの「Ａｎｄ 

ｔｈｅｙ ｓａｙ ｔｈａｔ ｌｉｆｅ ｈａｓ ｎｏ ｍｅａｎｉ

ｎｇ、 Ｂｕｔ Ｉ ｓｔｉｌｌ ｂｅｌｉｅｖｅ ｉｔ′ｓ ｗｏ

ｒｔｈ ｌｉｖｉｎｇ」は少し難しい。この意味は、「みん

なは人生なんて意味がないよと言う。しかし、私は信

じている。生きていくってことはそれだけで価値があ

るのだということを・・・」。皆さんも、機会があれば

是非カラオケでこの曲に挑戦を！ 

「ボス弁」からの藤崎麻弁護士の紹介 

１位  毛丹青氏のプロデュースによる中国語の 

『取景中国：跟着电影去旅行（Shots of China）』の 

中国での出版（８月） 

６位 厦門城市職業学院の法学部で景観法の講義 

                          （１１月） 

２位 『取景中国』出展のための上海ブックフェアへの 

出席、そしてプレゼンとサイン会（８月） 

７位 塩屋俊監督の新作映画『ふたたび』への協力と 

エキストラ出演（９月） 

３位 ＮＨＫラジオ講座による中国語会話の勉強開始 

（４月）とその定着（入門編から応用編へ）（９カ月） 

８位 「愛声会」で、３たび竹内まりやの『人生の扉』 

を熱唱（１０月）  

９位 『明日はあなたも裁判員－名作映画から裁判を学ぼう』 

の原稿完成と出版契約（１１月） 

４位  中国中央電視台（ＣＣＴＶ）が毛丹青氏を密着取材 

した３０分番組『華人世界』の「魚屋さんからバイ 

リンガル作家へ」で、私も約１分間だけ出演 

（１０月、１１月） 

10 位 新生『シネマルーム』として『２００９年上半期 

お薦め５０作』（『シネマルーム２２』（８月））と 

『２００９年下半期お薦め５０作』（『シネマルーム 

２３』（１２月））の完成 

５位 『取景中国』をネタとした、華東理工大学外国語 

学院での毛丹青氏との対談（９月） 
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１）０８年３月に出会った日中バイリンガル作家毛丹青

氏のプロデュースによって、０９年８月ついに中国語

による中国旅行記、中国映画評論本『取景中国：跟着

电影去旅行（Ｓｈｏｔｓ ｏｆ Ｃｈｉｎａ）』が完

成。タイトルは「中国映画と共に中国を旅行する中で

切り取った１つの風景」という意味だ。価格は４８元

（約７５０円）。出版不況に苦しむ日本と違い知的好

奇心に燃える中国は近時出版が盛ん。８月１３日～１

９日上海展覧中心で開催された恒例の「２００９上海

書展」は、上海万博のプレイベントを兼ねて、１０万

種類以上の書籍が出展され過去最高。巨大な西一館の

半分が文芸出版のゾーンだが、その巨大さは想像以上。

やはりすべてが日本の１０倍？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）今回は毛さんと２人での上海旅行だが、私の目的は

この上海書展に出展される『取景中国』のプレゼンと

サイン会の実施。他方、毛さんの目的は中国中央電視

台（ＣＣＴＶ）の密着取材を受けること。だから、毛

さんが上海書展の場で中国好きの日本人弁護士坂和

の出版をいかにプロデュースし上海書展を密着取材

するのもＣＣＴＶの取材の１つだ。すると、私もその

取材の対象に？そしてＣＣＴＶに私も登場？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）毛さんと私のイベントはいつも打合せなしのアドリ

ブばかり。広い会場の中を人並みをかきわけて歩いて

いくと、私のカッコいい姿が写った等身大のパネルと

共に設営された『取景中国』のブースが。そこで編集

責任者の夏さんの説明の後、「《取景中国》簽售曁講座」

と題する毛さんの通訳による私のプレゼンが開始さ

れた。熱心に聴く聴衆は４０～５０名。文芸出版社が

これほど力を入れてくれたこと、ＣＣＴＶの美人ディ

レクター管さんの取材に非常感謝！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）８月の上海旅行で会食中に決まったのが、９月１

９日の毛さんの講演会への出席と華東理工大学で

の『取景中国』をメインとした学生たちに対する毛

さんと私の対談。中国人との意思決定は日本と違っ

て早い。特に毛さんと私は早い。食事中に１つの方

向性が決まれば、あとはトントン拍子。その結果、

講演会への参加と対談の実施そして上海観光を目

的とした、妻を含む４人のツアー旅行が実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）９月１８日午前１０時。階段教室に集まった学生

は１００名弱。教室の前から埋まっていくのは、０

７年１０月１０日北京電影学院で特別講義をした

時と同じ中国流。『取景中国』が配布された学生た

ちは興味津々の目を私たちに。出版の意図・狙いを

語った後、毛さんの話題提供の第１は変わり者。つ

まり、０８年３月の出会いで互いに変わり者だと認

識したことが今日の出版に繋がったというテーマ

だ。第２はバスの美人車掌がネット上話題となり大

勢の客が押しかけたため、車掌がダウンしたという

いかにも中国的な話題。２人の対談は打合せなしの

ぶっつけ本番だからある意味きついが、逆にリアル

で面白い。私が、日本では小学校の運動会の駆けっ

こで順位をつけるのは差別になるからみんな仲良

くゴールインしていることを身振り手振りを交え

て話すと、学生たちからは一斉にオーという声が。

そんな「舌好調」な展開で９０分の対談はあっとい

う間に終わり、後はサイン会。順番を待つ約５０名

の学生へのサインなど後にも先にもない体験だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）翌日の毛さんの講演会も面白かったし、会食の楽

しさはいつものとおり。さらに、地下鉄をフルに 

使った４人の上海観光は①上海博物館、②豫園、老

街、③魯迅公園、魯迅記念館、故居と多倫路文化名

人街、④上海環球金融中心など、足がパンパンにな

るまで歩き回った。東京タワーをはるかに超える４

７４ｍから東方明珠電視塔を含む眼下の超高層ビル

を見下ろすのは初体験。その風景を夢中でカメラに。

合間に２度も行った足ツボマッサージにも満足。公

私ともに充実した日程に感謝！ 

 

 

上海旅行記 その１（09.8.17～8.20） 

～上海展覧中心のブックフェアでサイン会～ 

上海旅行記 その２（09.９.17～９.20） 

～華東理工大学外国語学院での対談～ 
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１９６９年夏の高校野球。松山商業ＶＳ三沢高校の決

勝戦延長１８回引き分けと翌日再試合を熱狂しながらＴ

Ｖ観戦したのは、私が大学３回生の夏、帰省した松山で。

その実況中継をしたのが羽佐間正雄さんだ。１９５４年

にＮＨＫに入局した彼は、以降プロ野球、高校野球、陸

上、マラソン、ゴルフ、サッカー、スキーなどスポーツ

全般の実況を担当したスポーツキャスターの草分け。オ

リンピックの実況中継は１９６４年の東京から１９８８

年のソウルまで計１１回というから恐れ入る。さらに、

全米スポーツキャスター協会国際部門賞第一号で、殿堂

入りを果たした唯一人の日本人だから、そんな人は雲の

上の人？ところが意外や意外、そんな大先輩と私はここ

数年大の仲良し。それは一体なぜ？ 

彼との縁が生まれたのはゴルフ、カラオケ、旅行を通

じてだが、中でも１番呼吸が合うのがカラオケ。アナウ

ンサーが声がいいのは当たり前だが、ゴルフや競馬への

情熱・執念と同様、彼の歌唱力は群を抜いている。彼と

ゴルフを競い合う友人は多いが、カラオケでは敵前逃亡

の友人が多い中、私だけは敢然とカラオケでチャレン

ジ！その結果、２３年間も続いている羽佐間さん主催の

ゴルフ会「愛声会」の懇親会では、ここ３回連続で私が

生バンドをバックに竹内まりやの『人生の扉』を熱唱す

ることに。昨年７７歳の喜寿を迎えた彼は『勝者の流儀』

を出版し、星野仙一、長嶋茂雄、王貞治、山下泰裕、鈴

木大地などトップアスリートの知られざる原点を分析し、

今年７月からは雑誌『ＷｉＬＬ』で「プロ野球黄金時代

を築いたサムライ達」の連載を開始した。その筆力たる

や実況中継力、司会力、歌唱力、記憶力、勝負力等々と

同じく超一流。とにかく面白い。是非ご一読を！ 

写真を見てのとおり、 

栄養状態の悪かった戦前 

の男とは思えない偉丈夫だが、 

それは鳩山由紀夫総理と同様 

もともと名家の生まれだから？ 

赤穂浪士に詳しい人はハザマ 

という姓を聞いただけでピン 

とくる人も？そんなスゲエ 

おじさんと親しく交友させて 

もらえていることを、ここに 

あらためて感謝！羽佐間さん、 

いつまでもお元気で活躍して 

下さい。内緒のお話としては、 

すすきのの夜をまたの楽しみに・・・。

 

 

    

 
上海でのＣＣＴＶの毛さんへの密着取材はタップリ

時間をかけた周到なもの。その『華人世界』が１０月１

１日遂に放映された。 

タイトルは『從魚販 

到雙語作家』。 

つまり、魚屋さんか 

らバイリンガル作家に 

華麗なる転身を遂げた 

彼の日本での２２年間 

を象徴したものだ。 

そんな彼の激動の２２ 

年の活動の一コマが『取景中国』のプロデュースであり、

上海ブックフェアへの参加だから、ＣＣＴＶは私にも密

着取材。３０分番組だからどうせ編集ですべてカットだ

ろうと思っていたが、意外にも上海書展でのプレゼン風

景やインタビュー風景が約１分間も流れたからビック

リ。中国１３億の何％かの人が、この番組で私と『取景

中国』を見てくれたことになる。もちろんメインは毛さ

んの生きザマだから、近く販売されるＤＶＤで是非それ

を観てもらい、その一コマとしての私の姿も観てもらい

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 
 

１） 中国との接点が広がっている私に、厦門城市職業学

院の法学部での講義の話が舞い込んできたのは０９年

９月末。私にとっては、前々から行きたかった厦門観光

を兼ねての絶好の機会だ。 

先方から要請されたテーマは景観法。０４年６月に制

定され、０５年６月に全面施行された景観法は画期的な

意義と内容をもっているが、問題はそれを誰がどこまで

使いこなしているかということだ。景観行政団体になる

自治体は増えているが、景観地区や景観計画区域の指定

や規制の実績はまだまだ不十分。その先端を走るのが京

都市の眺望景観創生条例で、これは視点場、視対象など

新しい概念を創設し、大胆な高さ規制、デザイン規制、

広告物規制を定めている。 

２） 他方、０９年１０月１日広島地裁が言い渡した鞆の

浦景観訴訟の判決は、広島県に対して埋め立て免許の交

付の差し止めを命ずる画期的なもの。都市景観が争われ

た国立マンション事件で、最高裁は０６年３月景観利益

をはじめて認定したがその侵害は認めず、７階以上の撤

去を求める部分は上告を棄却した。それに対し、鞆の浦

景観訴訟の判決は、歴史的景観利益を認めたうえ埋め立

て免許の交付の差し止めを認めたからすごい。 

３） そんな景観法の意義や景観をめぐる最新の動きを中

国の法学部の学生に伝えた 

いが、そこに横たわるのは 

言葉の壁の他、法制度の違 

い。そもそも日本の行政訴 

訟のシステムやそのやり方 

を理解してもらうこと自体 

が難しいうえ、①歴史的景 

観利益が法的保護に値する 

か、②仮にそうだとしても

坂和章平とすばらしき人たち～交遊録 

 その７～羽佐間正雄氏 

中国中央電視台（ＣＣＴＶ）で 

１分間デビュー！ 

 

０９年１０月２６日 
第２３回愛声会の 
パーティー会場にて 

羽佐間さんの０８年の名著→ 

厦門（アモイ）旅行と 

厦門城市職業学院での景観法の講義 

（09.11.6～11.9） 

 
厦門城市職業学院で 

黒板を使って講義する坂和弁護士↑ 

←中国のテレビにもデビュー 

 

熱心に質問をする女子学生 
（６頁につづく） 

 



 - 6 - 

それに基づく差し止めが認められるか、③原告適格はど

こまで認められるか、などの論点の理解は難しい。 

４） さあそれをいかにわかりやすく、かつ興味深く講義

するかが私の腕の見せどころだ。１１月７日に厦門の観

光を８日にコロンス島の観光を終えた私は、９日８時半

からの授業に臨んだ。そして大学の裏山に建設中の高層

マンションを国立マンション事件や京都市条例の高さ

規制の論点と結びつけ、コロンス島に立つ巨大な鄭成功

の像を京都の大文字焼きと見立て、その像が見えなくな

ったらどうするか、と強引に結びつけて講義をした。ま

た、許可（強い規制）と届出・勧告（緩やかな規制）の 

異同を理解してもらうため、人の命と犬や猫の命を対比。

荒っぽい例えだが、これらの工夫によって少しは景観法

に基づく規制の意義や手法を学生諸君に理解してもら

えたのではないかと自負している。 

５） 高度経済成長を続ける中国も、近い将来景観問題が

浮上してくることは必至。そんな時のために、今日本で

議論されている景観法の意義や鞆の浦景観訴訟の判決

そして京都市条例の意義を学ぶことは大きな意味があ

るはず。約３時間の講義の後、３０分も続く質問を受け

る中でそう痛感した。今回の講義をきっかけに厦門大学

の先生たちとも多数親しくなれたため、次回には是非厦

門大学でも学生たちに講義したいものだ。 

 

 

 

 

 

１） 明けましておめでとうございます。坂和事務所に採

用された平成元年４月から今年の３月で丸２２年にな

りますが、①若いつもりでも脳は退化する一方で私の中

で事務局（長）の仕事に限界を感じたこと、②２２年間

恵まれた環境で過ごしてきたが、別の世界を体験してみ

たいと感じたこと、③音楽をめぐる色々な出会いがあり、

趣味の音楽を少し上のところに持っていきたいと欲が

出たこと、などから退職を考え、坂和弁護士とじっくり

話し合った結果、平成２２年３月末日をもって退職する

ことを懐深く了解していただきました。私が担当してい

る事件については、藤崎麻弁護士、金子友次朗新事務局

長に引継ぎします。 

２） 坂和弁護士、これまで一緒に仕事をした仲間、依頼

者の皆さん、その他多くの坂和事務所の関係者の皆さん

には普通では体験できないことや学べないことをたく

さん体験、学習させていただきました。本当にありがと

うございました。これから魔法のとけたシンデレラ状態

（そんなええもんか？）になると思いますが、「２２年

間坂和事務所で働いた」ことを誇りにがんばっていきた

いと思います。 

３） 事務局は金子事務局長を筆頭に若い力で坂和弁護士

を全面サポートしてがんばってくれますので、これから

も坂和弁護士と坂和総合法律事務所をどうぞよろしく

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 新年あけましておめでとうございます。昨年夏にレ

ーシック手術を受けて二十年来の相棒であるメガネに

別れを告げ、裸眼でスポーツすることができる快適さに

感動している金子です。 

２） さて、このたび前任の嶋津事務局長が退職すること

に伴い、私がその後任として事務局長を引き継ぐことに

なりました。ときには坂和弁護士と対等に渡りあいなが

ら事務所を牽引してきた嶋津事務局長にはまだまだ及

ばず、入所して６年９カ月、昨年１１月に３４歳になっ

た若輩者ですが、坂和事務所の屋台骨ともいえる事務局

長の重責を担うことになり身の引き締まる思いです。 

３） 振り返ってみると、年２回発行しているこの事務所

だよりで、「奮闘記」のコーナーを受け持つことになっ

たのが平成１７年の新年号でした。昨年夏の盛夏号でち

ょうど１０回、５年連載したことになりますが、中には

「金子？誰？」と思われる方もいらっしゃると思います

ので、僣越ながらこの場を借りて簡単に私の経歴を紹介

させていただきます。 

４） 私は昭和５０年１１月に４人兄弟の末っ子として大

阪府枚方市で生まれ、やや歳の離れた３人の兄たちを

「なるほど。こういうことをすると怒られるんやな」と

反面教師（？）にしながら育ちました。小学校時代は地

区子供会のソフトボールクラブ、中学・高校時代はバス

ケットボール部に所属して汗を流しました。現在バスケ

は大学時代の友人がつくったサークルで楽しむ程度で

活動していますが、結婚後兵庫県川西市に引っ越してか

ら参加している自治会のソフトボールクラブでは、月に

２～３回活動しています。５歳の長男、３歳７カ月の長

女、１歳６カ月の二女という３児の父ですが、ソフトや

バスケで自分の肉体の衰えを顧みずムチャをした結果、

３０歳を超えてから２回骨折するという、妻いわく「一

番手のかかる子供」のようです。 

大学は坂和弁護士の後輩で、大阪大学法学部を卒業し

ましたが、真面目な学生というにはほど遠く、大学４年

間は塾講師のアルバイトに明け暮れ、卒業後もそのまま

塾講師として働いていました。私が講師をしていたのは

個人経営の地元密着型学習塾で、主に中学生と小学５・

６年生を担当していました。塾講師として生徒の人生と

真剣に向き合ってきた結果、生徒だけでなくその保護者

との間においても信頼関係を築くことができたことは、

今でも私の大きな財産となっています。しかし、折しも

少子化が進み塾業界の厳しさが増す中、私の将来を心配

した（？）父の勧めもあり、大学在学中から通算８年間

勤めた塾講師を辞めて平成１５年４月に坂和事務所に

入所し、現在に至っています。 

５） 以上のような経歴を経て、今般坂和事務所の事務局

長という重要ポストに就任することになった私ですが、

仕事を離れればどこにでもいる親バカ気味で体を動か

すのが好きな男です。様々な場面で教えを請うことや不

慣れな部分もたくさんあるかと思いますが、今後ともお

力添えをよろしくお願い致します。 

 

嶋津淳子退職のごあいさつ 

新・事務局長のごあいさつ（金子友次朗） 

11/16 坂和弁護士の自宅で

話をした後、私の意思を尊重

していただき、「がんばれ！

でもあかんかったら帰って

こい」とあたたかい言葉をい

ただき、しっかり握手！→ 
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＊＊＊坂和総合法律事務所 業務時間＊＊＊ 

平 日 午前９時～午後６時 

土曜日 午前９時～午後３時 
（業務時間外の相談をご希望の方はお申し出下さい。） 

相談にこられる際は日時の予約をしていただき、 

関係資料を一式持参して下さい。 

また相談内容のメモを事前にＦＡＸ 

もしくはメールにていただければ幸いです。 

 

お車で来られる方は 

アクセスマップ（車・タクシー用）を 

参照して下さい。 

 

事務所のホームページ 

http://www.sakawa-lawoffice.gr.jp/sub1-3-200

9-2.pdf  

から印刷していただくか、連絡をいただきました

らＦＡＸします。 

 

『ソフィーの復讐（非常完美）』（中国、韓国合作映画） 
１０年１月９日、なんばパークスシネマにて公開 

監督：金依萌／エヴァ・ジン、主演：章子怡／チャン・ツィイー 

『カティンの森』（ポーランド映画） 
１０年１月９日、シネ・リーブル梅田にて公開 

監督：アンジェイ･ワイダ 

今やすっかり国際派女優に成長した中国の名花章子怡が北京

を舞台にハリウッド風ラブコメに初挑戦！こりゃ米中融合？そ

れとも中国の米国進出？自分を振った男にどんな復讐を？中・

韓、台６人の美男美女がくり広げるバトルに注目！しかし、ア

レッ、東アジア共同体構想に日本は入ってないの？ 

こりゃ必見！カティンの森虐殺事件で軍の将校であった父親を失ったポ

ーランドの巨匠ワイダ監督の魂の叫びが、１７年間の努力の末ここに結

実！４５年間も封印された「あの事件」の実態とは？ラスト３０分に見る

戦慄の実態には心が凍りつくはずだ。もし日本がソ連に占領されていた

ら？そんな想像をめぐらせながら、当事者的視点でしっかり鑑賞したい。 

『今度は愛妻家』（日本映画） 
１０年１月１６日、梅田ブルク７にて公開 

監督：行定勲、主演：豊川悦司、薬師丸ひろ子 

『板尾創路の脱獄王』（日本映画） 
１０年１月１６日、梅田ブルク７にて公開 

監督・主演：板尾創路 

タイトルを深読みすれば（？）、この亭主はぐうたらな浮気者。

結婚生活も１０年経てばそれが普通？前半の夫婦の会話劇はま

さにそのものだ。しかし、後半はＭ・ナイト・シャマラン監督

も真っ青（？）な演出にビックリ！きっとあなたも、前半ニコ

ニコ、後半ポロポロ！さだまさしの『関白宣言』の歌詞を思い

出しながら、万歳三唱ならぬ、タイトル三唱を！ 

スティーブ・マックイーンの『大脱走』（６３年）や『パピヨン』（７３

年）などをはじめとして、脱獄モノは面白い！そんな「伝説」を受け継い

だエンタメ作が登場！なぜ彼は脱獄するの？そして、なぜ彼は捕まるの？

脱獄王の行きつく先は脱出不可能な地獄の監獄島。これにて彼もジ・エン

ド？いやいや、彼の真の狙いは？目的は？ 

  

  

 

 

お正月は映画を観よう！～お薦め映画のご紹介～ 

 

 

http://www.sakawa-lawoffice.gr.jp/sub1-3-2009-2.pdf
http://www.sakawa-lawoffice.gr.jp/sub1-3-2009-2.pdf
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◆０２年の『ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマルームⅠ～二足のわらじをはきたくて』の出版に始まる『シネマルーム』シリーズは

パート２２まで完成しました。映画を通じて、たくさんのステキな方々と出会い、人生、歴史、法律など様々なことを楽し

みながら学ぶことができました。私の映画評論を読んで、是非みなさんにも映画のすばらしさ、学ぶことや考えることの楽

しさを知ってもらいたいと思いますが、私の熱い想いはなかなか届かず、事務所のシネマルーム１～１０、１３～１５と出

版社の１１、１２、１６～２１の在庫がかなりの量になりました。そこでこの際、シネマルームを読んで楽しんでいただけ

る方にシネマ１～２１を無料でプレゼントすることとしました。この「シネマルーム認知度アップ！計画」は３月から

しており、読んだ方から感想をいただいたり、新たな出会いをもたらしてくれています。私としては読んでいただくことが

何よりうれしいことですので、遠慮は無用です。どしどし同封の申込書にてお申し込みを下さい。一部送料の負担をお願い

しますので、詳しくは申込書をお読み下さい）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
  

記念すべき第１号

き 

＊中国映画特集＊ 

中国大好き！中国映画大

好き！なＳＨＯＷ－ＨＥ

Ｙが自信をもってオスス

メする中国映画評論集 

 
シネマ１ ・ワイルドシングス ・パールハーバー ・３９〔刑法第三十九条〕 ・黒い家 など計４４作品 
シネマ２ ・ホタル ・チョコレート ・ギャング・オブ・ニューヨーク ・たそがれ清兵衛 ・壬生義士伝 など計７５作品 

シネマ３ ・ラスト・サムライ ・エデンより彼方に ・裁判員―決めるのはあなた ・スパイ・ゾルゲ など計１０１作品 

シネマ４ ・ロード・オブ・ザ・リングー王の帰還 ・トロイ ・海猿 ・世界の中心で、愛をさけぶ など計６８作品 

シネマ５（中国電影大観パート１） ・紅いコーリャン ・青い凧 ・小城之春 ・春の惑い ・三国志 ・山の郵便配達 など計６６作品 

シネマ６ ・スパイダーマン２ ・８０デイズ ・ハウルの動く城 ・オールド・ボーイ ・血と骨 ・チルソクの夏 など計８１作品 

シネマ７ ・アビエイター ・ローレライ ・Ｕボート 最後の決断 ・ＣＥＯ ・カーテンコール ・交渉人 真下正義 など計７８作品 

シネマ８（韓国映画特集）・恋する神父 ・セックス イズ ゼロ ・亡国のイージス ・ヒトラー～最期の１２日間～ など計７５作品 

シネマ９ ・男たちの大和／ＹＡＭＡＴＯ ・ルパン ・ＴＨＥ 有頂天ホテル ・単騎、千里を走る。 ・春の雪 など計７０作品 

シネマ１０ ・県庁の星 ・博士の愛した数式 ・連理の枝 ・カサノバ ・子ぎつねヘレン ・ブロークバック・マウンテン など計６１作品 

シネマ１１ ・バイレーツ・オブ・カリビアン／デッドマンズ・チェスト ・日本沈没 ・佐賀のがばいばあちゃん など計７４作品 

シネマ１２ ・父親たちの星条旗 ・硫黄島からの手紙 ・地下鉄に乗って ・フラガール ・王の男 など計７５作品 

シネマ１３ ・ドリームガールズ ・天井桟敷の人々 ・キサラギ ・百年恋歌 ・ＮＡＮＡ２ ・大奥 ・ダウト など計７６作品 

シネマ１４ ・００７／カジノ・ロワイヤル ・ロッキー・ザ・ファイナル ・それでもボクはやってない ・愛の流刑地 など計６７作品 

シネマ１５ ・オーシャンズ１３ ・西遊記 ・傷だらけの男たち ・ミス・ポター ・長江哀歌 ・０（ゼロ）からの風 など計７９作品 

シネマ１６ ・椿三十郎 ・アフター・ウェディング ・グッド・シェパード ・Ｕ・ボート ・４分間のピアニスト など計７２作品 

シネマ１７（中国電影大観パート２） ・インファナル・アフェアⅢ ・ＰＲＯＭＩＳＥ ・墨攻 ・桃色 ・ココシリ など計８３作品 

シネマ１８ ・ノーカントリー ・ヒトラーの贋札 ・実録・連合赤軍 あさま山荘への道程 ・茶々―天涯の貴妃 ・母べえ など計７６作品 

シネマ１９（韓国映画特集２） ・太王四神記 ・インディアン・サマー ・光州５・１８ ・ブレス ・スルース ・フィクサー など計８５作品 

シネマ２０ ・相棒―劇場版― ・幸せになるための２７のドレス ・接吻 ・闇の子供たち ・ゲキ×シネ「メタルマクベス」など計７８作品 

シネマ２１ ・２０世紀少年 ・レッドクリフⅠ ・まぼろしの邪馬台国 ・マンマ・ミーア！ ・おくりびと ・１２人の怒れる男 など計７４作品 

シネマルーム１～２１掲載作品抜粋（全掲載作品数１５０１作品） 

好評発売中！！ 

『取景中国：跟着电影去旅行 
（Ｓｈｏｔｓ ｏｆ Ｃｈｉｎａ）』 

（定価４８元＝７５０円・税込） 

注文・問合せは坂和総合法律事務所まで 

お願い致します。お待ちしています。 

 

日頃の感謝を込めて次の書籍も希望者にプレゼントします。 
Ｈ17 の愛媛大学法文学部での「都市法政策」の集中講義をまとめた

『実況中継 まちづくりの法と政策４』 
Ｈ13からＨ19までの津山再開発をめぐる闘争をまとめた 

『津山再開発奮闘記－実践する弁護士の視点から－』 
坂和弁護士が書いたコラム・評論等をまとめた 

『がんばったで！３１年ナニワのオッチャン弁護士評論・コラム集』 

プレゼント

第２弾！ 

 

http://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-03540-6.jsp
http://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-03540-6.jsp
http://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-02870-5.jsp
http://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-02870-5.jsp

